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個人の特性に基づいた瞑想介入の効果検証を計画しています。この計画を実施するためには、多くの実験参加者を対象
に、瞑想実践の効果を試す必要があります。そこで、瞑想介入とその効果測定の両方を行うことのできるスマートフォンア
プリケーションを開発中です。開発中のアプリと、これを用いた研究計画についてご紹介します。

本研究は、JSTムーンショット型研究開発事業グラント番号JPMJMS2291の支援を受けたものです

連絡先：認知機構研究所 担当 川島一朔・灰谷知純 E-Mail：issakuss@atr.jp

◼ 仏教に代表される東洋の人間観と脳科学の知見にもとづいて自分自身と向き
合うことで、安らぎと活力を増大し、他者への慈しみを持てる社会を実現するプ
ロジェクトに参画しています。

◼ このプロジェクトにおいて、個人ごとに最適化された瞑想技法を実践すること
で、その効果が高められるかを検討します。この検討のためには、多くの実験
参加者に瞑想実践を行なってもらう必要があります。

◼ そこで、瞑想をガイドするスマートフォンアプリケーションによって介入を行うこ
とを計画しています。同時に、同アプリを用いて介入効果の検討を同時に行え
るよう設計しています。

◼ 個人に最適な瞑想実践へ手軽にアクセスできるようにすることを介して、安ら
ぎと活力を高め、より良い心理状態を多くの人が得られるよう研究開発を進め
ます。

◼ 個人ごとに異なる瞑想訓練を実践することによる効果を検証します。また、ア
プリを外部の研究機関にも提供することを計画しています。本邦における、瞑
想に限らない様々な介入研究の発展に寄与することが期待されます。
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